
■
栗
っ
子
の
運
動
能
力（
体
力
）

体
力
調
査
は
、
小
学
校
５
年
生

と
中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し

て
、
①
握
力
、
②
上
体
起
こ
し
、

③
長
座
体
前
屈
、④
反
復
横
跳
び
、

⑤
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
（
持
久

走
）、⑥
50
ｍ
走
、⑦
立
ち
幅
跳
び
、

⑧
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
（
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
投
げ
）
の
８
種
目
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
で
は
、
小
学
生
男
子

の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
と
中

学
生
男
子
の
「
上
体
起
こ
し
」
以

外
は
、
全
国
の
平
均
を
下
回
り
、

体
力
や
運
動
能
力
の
向
上
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
運
動
系
の
少
年
団

活
動
に
参
加
す
る
小
学
生
は
約

40
％
、
運
動
系
の
部
活
動
に
参
加

す
る
中
学
生
は
約
70
％
で
す
。

（
表
１
）
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学
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■１週間の中で、学校の体育の授業以外で運動する
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■将来の夢や、目標を持って
いる

■自分にはよいところがある■失敗を恐れず挑戦する

中
学
生

小
学
生

中
学
生

小
学
生

中
学
生

小
学
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剣道 26 人 サッカー 74 人
柔道 17 人 バレーボール 15 人
バドミントン 13 人 バスケットボール 49 人
野球（栗山、角田、継立） 46 人 ※ スクールバンド 26 人

サッカー 34 人 卓球 19 人
ソフトテニス 28 人 野球 22 人
バドミントン 28 人 陸上 23 人
剣道 13 人 ※ 吹奏楽 19 人
バスケットボール 58 人 ※ 美術 27 人

■表１　体育系の少年団活動に参加する小学生

体育系の部活動に参加する中学生

小
学
女
子

小
学
男
子

中
学
女
子

中
学
男
子

■新体力テストの結果

子
ど
も
の
体
力
や
運
動
能
力

は
、
活
発
に
身
体
を
動
か
し
て
遊

ぶ
習
慣
や
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

が
大
き
く
影
響
し
、
家
族
の
勧
め

が
運
動
の
動
機
づ
け（
き
っ
か
け
）

に
な
る
そ
う
で
す
。

徒
歩
に
よ
る
通
学
な
ど
日
常
的

に
運
動
に
親
し
む
生
活
習
慣
を
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、「
学
校
の
体
育
の
授
業

以
外
で
運
動
は
し
な
い
」
と
い
う

中
学
校
女
子
が
23
・
4
％
も
い
る

な
ど
、
栗
山
の
子
ど
も
た
ち
の
運

動
離
れ
は
大
き
な
課
題
で
す
。

（
図
10
）

一
方
、「
将
来
の
夢
や
目
標
を

持
っ
て
い
る
」（
図
６
）
や
「
自

分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」（
図

７
）、「
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す

る
」（
図
８
）
自
己
有
用
感
や
自

尊
感
情
な
ど
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く

み
、
健
や
か
に
成
長
す
る
栗
山
の

子
ど
も
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

全　国

北海道

栗山町

全　国

北海道

栗山町
50 %

35 %

全　国

北海道

栗山町

全　国

北海道

栗山町
30 %

10 %

全　国

北海道

栗山町

全　国

北海道

栗山町
50 %

30 %

栗
山
の
小
・
中
学
校
で
は
、
文

部
科
学
省
が
行
う
学
力
・
学
習
状

況
調
査
や
体
力
・
運
動
能
力
調
査

な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
教

育
指
導
の
充
実
や
学
習
活
動
の
改

善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
栗
山

の
子
ど
も
の
学
力
や
体
力
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
栗
っ
子
の
学
力

学
力
調
査
は
、
小
学
校
６
年
生

と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し

て
、
国
語
と
算
数
・
数
学
の
２
教

科
に
つ
い
て
、
知
識
に
関
す
る
Ａ

問
題
と
活
用
に
関
す
る
Ｂ
問
題
の

４
科
目
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
学
力
は
、
算
数
の
Ｂ

問
題
以
外
の
３
科
目
が
全
国
の
平

均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
的
、
基
本
的
な
知
識
や
技
能

は
身
に
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
り
、
書

い
た
り
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

中
学
校
の
学
力
は
、
Ａ
問
題
で

は
国
語
と
数
学
と
も
に
全
国
の
平

均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

国
語
で
は
、
根
拠
を
明
確
に
し
て

自
分
の
考
え
を
書
い
た
り
、
説
明

し
た
り
す
る
こ
と
、
数
学
で
は
、

図
形
の
証
明
や
グ
ラ
フ
の
説
明
を

各
種
調
査
に
見
る
栗
っ
子

（
栗
っ
子
の
学
力
・
体
力
）

記
述
し
て
答
え
る
な
ど
、
活
用
力

が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
栗
っ
子
の
学
習
状
況

栗
山
の
子
ど
も
は
、「
テ
レ
ビ

や
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
D
を
見
る
時

間
」（
図
１
）
や
「
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
す
る
時
間
」（
図
２
）、

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
時

間
」（
図
３
）
が
長
い
と
い
う
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。0

全　国
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栗山町

0

全　国

北海道

栗山町

60 %

60 %

中
学
生

小
学
生

■平日（月～金）テレビやビデ
オを１日、２時間以上見る

図１

■平日（月～金）スマホや、
　メールを２時間以上する

中
学
生

小
学
生

図３

中
学
生

小
学
生

■平日（月～金）学校以外で１
時間以上勉強する

図２
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■平成２６年度　全国学力テストの結果（小学校）
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■平成２６年度　全国学力テストの結果（中学校）

■平日（月～金）２時間以上
テレビゲームなどをする

図４

こ
の
こ
と
が
「
家
庭
学
習
の
時

間
」（
図
４
、
図
５
）
の
少
な
さ

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

全　国

北海道

栗山町

全　国

北海道

栗山町
40 %

15 %

図５

■学校が休みの日に、２時間以
上勉強する

中
学
生

小
学
生

盛んに行われている少年団活動では、そ
れぞれの種目で好成績をおさめています

栗山中学校の体育大会

健やかに成長する栗っ子たち！
教育委員会統計調査報告

問い合わせ：町教育委員会学校教育グループ　☎ 72-1117

健やかに成長する栗っ子たち！

充実した体験型の環境教育を受ける
栗っ子たち
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評価対象事業 総合評価コメント（主なポイント） 判　定

　①都市農村共生・対流推進事業
　　※札幌圏を対象とした自然・農村
　　　体験ツアー事業、町外小中学校や
　　　大学の研修事業受入　など
　　　　（H26 予算額　6,200 千円）

●農村としてのブランド・イメージを確立するとともに、将来的
　な移住・定住促進にもつながる事業展開を進めるべき。
●秋・冬期を中心としたさらなる交流人口の拡大に向けて、より
　ターゲットを絞った事業展開とＰＲの充実が必要。
●自然体験に限らず、幅広い町民・団体と連携した事業展開を進
　めるため、核となる組織体制づくりや人材育成を期待。

現状どおり
継続

　②地域福祉を担う人づくり
　　※熟年者の知識・技術などを生かす
　　　熟年人材センターの運営、登録者
　　　活動の場・機会の提供　など
　　　　（H26 予算額　162 千円）

●対象となる町民（熟年者）への周知そのものが不足。効果的な
　ＰＲを行い登録人材の掘り起こしを積極的に進めるべき。
●登録した人材が活動できる場が不足している。各町内会や介護
　事業所などとも連携した多様な機会づくりが必要。
●ボランティア・ポイント制度の抜本的な見直しが必要。
●教育委員会事業（講座、一人一芸登録など）との連携も必要。

何らかの改善
を伴う継続

　③こころの健康相談等事業
　　※こころの病気の発生・悪化を予防、
　　　周囲の気づき・見守り意識を高め
　　　る啓発・人材育成、メンタルヘル
　　　スチェックシステムの導入　など
　　　　（H26 予算額　1,211 千円）

●全国・近隣自治体と比較し、栗山町の自殺死亡率が高い実態に
　あることから、広く町民が「気づき」「見守る」適切な行動が
　できるよう研修機会の充実や、関係機関の連携体制が必要。
●町ホームページのチェックシステム「こころの体温計」につい
　ては、認知度・利便性をさらに高め、早期の相談などの適切な
　行動につなげる機能の充実が必要。
●周囲が変化に気づきにくい高齢者に対する取り組みが重要。

現状どおり
継続

　④農村景観緑肥推進事業
　　※農地の地力増進と農村景観の向上
　　　を目的に、町内の畑地で景観緑肥
　　　（ヒマワリ、キカラシなど）を作付
　　　けする農業者を支援
　　　　（H26 予算額　7,690 千円）

●将来的な農村景観形成の理想像（ビジョン）・目標を明確化す
　るとともに、地域単位での取り組みの支援充実など、より効果
　的な事業展開に向けた制度検討が必要。
●緑肥作物の開花時期に合わせた町内外へのＰＲが必要。
●さらに参加農業者が増えるよう対象者への周知の工夫が必要。

現状どおり
継続

　⑤栗山町農業振興公社事業
　　※農地の流動化対策、農業の担い手
　　　確保・育成・支援などを目的とす
　　　る公社の運営
　　　（特に担い手対策を中心に評価）
　　　　（H26 予算額　10,000 千円）

●新規就農対策については、農業研修生受け入れなど、現在の取
　り組みを継続するとともに、都市農村交流事業との連携による
　人材の掘り起こしや、就農後の支援（販路拡大など）など、多
　様な視点での取り組みを期待。
●農業後継者の意識や見識が高まる研修機会の充実が必要。
●栗山町農業の現状と課題、将来像について広く周知し、町民と
　の危機意識の共有が必要。

現状どおり
継続

　⑥防災情報通信手段調査・構築事業
　　※災害時を想定した町から各世帯へ
　　　の情報通信手段の調査・構築
　　　（コミュニティ放送導入に向けた
　　　  先進事例の調査など）
　　　　（H26 予算額　1,093 千円）

●高齢者・障がい者などの災害時要援護者への対応を十分に考慮
　するとともに、多様な手段を併用した柔軟な仕組みが必要。
●コミュニティＦＭについては、町内各世帯に一斉発信できる重
　要な手段になりうる。町民の危機管理を優先し、少しでも早い
　時期に整備できるよう検討を進めるべき。
●先進地調査の結果や、防災訓練などの十分な検証を行い、町民
　意見を十分に反映しながら事業を進めるべき。

現状どおり
継続

●平成 26年度　政策評価委員会・評価結果（６事業）

　

委
員
会
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
事
前
学

習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
評
価
対
象
事
業

の
内
容
・
現
状
把
握
に
精
力
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
月
２
～
３
回
の
ペ
ー
ス
で
全

８
回
の
議
論
を
重
ね
、
町
民
に
よ
る
行
政

改
善
を
目
指
す
提
案
型
の
評
価
結
果
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

大
沼
委
員
長
は
「
町
民
の
目
線
、
若
者

の
目
線
、
女
性
・
主
婦
の
目
線
を
合
わ
せ
、

公
平
・
公
正
に
議
論
を
重
ね
た
結
果
と
し

て
の
評
価
で
あ
り
、
第
６
次
総
合
計
画
推

進
の
布
石
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
、
椿
原
町
長
は
、「
ど
れ
も
本
町
の

将
来
に
向
け
て
重
要
な
事
業
を
評
価
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
鋭
い
ご
指

摘
も
多
く
、
今
後
の
予
算
編
成
、
第
６
次

総
合
計
画
の
推
進
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
、
半
年
近
く
に
わ
た
る
委
員
会
の
活
動

に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

　
パ
イ
プ
役
に
…

　　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
各
事
業

の
成
果
を
評
価
・
検
証
し
、
次
年
度
へ
の

改
善
に
つ
な
げ
る
政
策
評
価
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
度
の
半
期
を
終
え
た
９
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
事
中
評
価
を
行
い
、
次

年
度
予
算
編
成
に
改
善
策
を
反
映
す
る
仕

組
で
す
（
右
図
）。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
町
民
が
参
加
す

る
政
策
評
価
委
員
会
（
外
部
評
価
）
を
設

置
し
、
町
民
視
点
か
ら
の
評
価
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
、
町
民

委
員
５
人
（
右
表
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

北
星
学
園
大
学
の
鈴
木
克
典
教
授
（
経
営

情
報
学
科
）
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
評

価
基
準
の
設
定
か
ら
、
事
業
選
定
、
事
前

平成 26 年度栗山町政策評価委員会報告
● REPORT

町の仕事を

町民視点で評価
町の仕事を

町民視点で評価
選定６事業の外部評価結果を町長に報告

　町が実施する各種事業を町民視点で評価し、改善につなげることを目的とする
政策評価委員会（大沼英明委員長）が昨年 12月 17 日、栗山町第５次総合計画
から選定した６事業の評価をまとめ、椿原紀昭町長に報告しました。
　町では、第６次総合計画のスタートとなる平成 27年度の予算編成作業を行っ
ており、評価結果を踏まえた改善の取り組みなどについて検討しています。

学
習
を
経
て
、
担
当
課
に
対
す
る
事
業
ヒ

ア
リ
ン
グ
（
説
明
・
質
疑
）
を
実
施
。

①
事
業
の
必
要
性
②
公
平
性
③
実
施
方
法

の
妥
当
性
（
実
施
内
容
、
事
業
コ
ス
ト
）

④
協
働
性
（
情
報
共
有
と
町
民
参
加
）
⑤

事
業
成
果
の
５
つ
の
視
点
に
よ
り
、
総
合

的
に
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
評
価
制
度
の

　
客
観
性
を
高
め
る

●政策評価制度の流れ

③町民による外部評価　
（政策評価委員会）

※ 9 月より事業選定、事前学習などを実施
　 8 回の委員会を開催して評価

④町長による評価（最終）

次年度に向けた改善
（次年度予算への反映）

9 月

10月

11月

12月

報告書を椿原町長に手渡す、大沼委員長
ほか５人の委員の皆さんと、アドバイザー
の北星学園大学・鈴木教授（右から二人目）

委員長 大沼　　英明 松風２

副委員長 小林　　弘和 桜丘２
委　員 丸山　　富子 朝日４
委　員 田中　　秀典 継　立
委　員 端　　　師孝 中央２

●政策評価委員（※敬称略）

※北星学園大学・鈴木克典教授（経営情報学科）　
　をアドバイザーとし、助言を受けながら活動

①事業担当課による評価

②副町長による評価　　

◆問い合わせ
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502
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消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状

　

元
栗
山
消
防
団
団
長　

関
吉
一
郎

　

元
栗
山
消
防
団
副
団
長　

清
水　

清

　
元
栗
山
消
防
団
副
分
団
長　

南
坂
明
憲

北
海
道
知
事
表
彰　

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）　

　

第
２
分
団
副
分
団
長　

斉
藤
哲
也

　

第
３
分
団
副
分
団
長　

國
岡
正
好

　

第
３
分
団
班
長　
　
　

丸
山　

勝

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

梅
津
良
平

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

柳　

哲
輔

　

第
１
分
団
団
員　
　

越
前
谷
孝
行

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

坂
口
卓
也

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

長
尾
卓
也

　

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

　

第
３
分
団
副
分
団
長　

國
岡
正
好

■
勤
続
章
（
勤
続
30
年
）

　

第
２
分
団
副
分
団
長　

斉
藤
哲
也

　

第
３
分
団
班
長　
　
　

宮
本　

武

■
勤
続
章
（
勤
続
20
年
）

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

橋
元
幸
士

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

工
藤
正
史

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

池
野
規
晶

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

柳　

哲
輔

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

佐
野
友
一

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

坂
口
卓
也

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

長
尾
卓
也

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
功
績
章

　

栗
山
消
防
団
団
長       

永
田
英
隆

出
初
式
表
表
彰
者

　

栗
山
消
防
団
副
団
長　

田
鎖
充
雄

　

栗
山
消
防
団
部
長　
　

中
谷　

保

■
勤
続
章
（
勤
続
25
年
）

　

第
２
分
団
班
長　
　
　

古
田
敏
幸

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

　

第
１
分
団
班
長　

    　

土
井　

猛

　

第
１
分
団
班
長           
河
合
修
一

　

第
３
分
団
班
長  　

  　

鎌
田
直
樹

　

第
２
分
団
団
員　
　

    

松
本　

毅

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

宮
本
孝
之

■
勤
続
章
（
勤
続
５
年
）

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

石
田
尚
久

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

松
田
拓
也

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

村
上　

大

　

第
１
分
団
団
員　
　
　

古
賀
聖
都

　

第
２
分
団
団
員　
　
　

冨
澤
政
範

　

第
３
分
団
団
員　
　
　

横
岡
貴
之

栗
山
消
防
団

出
初
式

新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
第

１
分
団
（
金
谷
雅
人
分
団
長
）

に
よ
る「
出
初
め
は
し
ご
の
り
」

が
１
月
６
日
、
栗
山
市
街
地
９

カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
初
式
で
は
、
第
１

分
団
か
ら
第
３
分
団
の
団
員
88

人
が
は
し
ご
車
な
ど
の
消
防
車

と
と
も
に
駅
前
通
り
を
力
強
く

行
進
し
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー

プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
防
災
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ

ん
へ
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

栗
山
町
議
会
議
員
の
小
寺
進

さ
ん(

中
里)

が
北
海
道
社
会

貢
献
賞
（
自
治
功
労
者
）
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
寺
さ
ん
は
平
成
7
年
5

月
、
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
19
年
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
振
興
に
努
め
ら
れ
、
福
祉
の

向
上
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
25
日
に
椿
原
紀
昭
町
長

へ
報
告
に
訪
れ
た
小
寺
さ
ん
は

「
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
や
先

輩
、
同
僚
議
員
に
支
え
ら
れ
、

な
ん
と
か
今
日
ま
で
や
っ
て
こ

れ
ま
し
た
。
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
へ
の
恩
返
し
の
つ

も
り
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞
受
賞

小
寺
進
さ
ん

資
源
物
以
外
の「
生
ご
み
」・「
炭

に
で
き
る
ご
み
」・「
炭
に
で
き
な

い
ご
み
」
に
つ
い
て
、
家
庭
か
ら

出
さ
れ
た
後
に
ど
の
よ
う
に
処
理

を
し
て
い
る
の
か
お
知
ら
せ
し
ま

す
。町

の
考
え
方
と
し
て
は
、

①
ご
み
の
減
量
化

②
可
能
な
限
り
資
源
物
の
再
資
源
化

③
最
終
処
分
場
の
延
命
化

　

町
民
モ
ニ
タ
ー
調
査
の
結
果
を

受
け
て
、
次
の
と
お
り
町
の
指
定

ご
み
袋
の
仕
様
を
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
3
月
号
で
、
あ
ら
た
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
生
ご
み
袋
】

　

6
㍑
用
・
15
㍑
用
と
も
に
厚
さ

と
縛
り
紐
の
長
さ
を
改
良
し
、
6

㍑
用
は
袋
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

【
炭
に
で
き
な
い
ご
み
袋
】

生
ご
み
袋
と
同
様
に
袋
が
破
れ

や
す
い
な
ど
の
ご
意
見
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
炭
に
で
き
な
い

袋
に
つ
き
ま
し
て
も
、
材
質
の
強

度
を
変
更
し
、
破
れ
に
く
い
袋
に

し
ま
す
。

　

販
売
開
始
は
、
平
成
27
年
4
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
町
内
会
・
自
治
会
を

は
じ
め
、
各
種
サ
ー
ク
ル
・
団
体
、

企
業
な
ど
、
少
人
数
か
ら
ご
み
処

理
に
関
す
る
説
明
会
の
要
望
を
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
分
別
方
法
は
、
市
町
村

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
特
に

転
入
さ
れ
た
方
は
、
分
別
に
ご
苦

労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。「
こ
の
ご
み
は
ど
の
袋
に
入

れ
る
の
？
」
と
言
っ
た
素
朴
な
疑

問
に
丁
寧
に
職
員
が
お
答
え
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
あ
る
方

は
、
町
環
境
政
策
課
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
１

種類 施設 処理方法

生ごみ 堆肥化施設へ 堆肥化施設にて、下水道汚泥と混ぜて堆肥化。
栗肥土（クリピット）として町民へ還元。

炭にできるごみ

（茶色）

中間処理施設

にて再分別

布類～「炭にできるごみ」から衣類のみを抜
き取り、業者へ売却。工業用雑巾として再生。
布団類～粗大ごみで回収した布団類やジュー
タンなどは業者にて処理。固形燃料（RPF）
の原料として再生。
木くず類～「炭にできるごみ」から木類のみ
を抜き取り、業者にて処理。ウッドチップと
して再生
資源物～「炭にできるごみ」から紙類などの
資源物のみを抜き取り、業者に売却。種類ご
とに再生利用。
分別不適正物～「炭にできるごみ」からガス
ボンベなどの危険物、食品残渣、不適正物を
抜き取り、それぞれ再資源化や破砕処理した
後、最終処分場に埋立処分。
上記以外の炭にできるごみ～町外へ搬出し焼
却処理

炭にできないごみ

（緑色）

中間処理施設

にて再分別

硬質プラスチック類～「炭にできないごみ」
から硬質プラスチック類のみを抜き取り業者
にて処理。固形燃料（RPF）の原料として再生。
資源物～「炭にできないごみ」から紙類など
の資源物のみを抜き取り、業者に売却。種類
ごとに再生利用。

分別不適正物～「炭にできないごみ」からガ
スボンベなどの危険物、食品残渣、不適正物
を抜き取り、それぞれ再資源化または破砕処
理した後、最終処分場に埋立処分。

上記以外の炭にできないごみ～破砕処理した
後、最終処分場に埋立処分

を
基
本
に
、
廃
棄
物
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
再
度
、
分
別
ル
ー
ル

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
適
正
な
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。分別不適正物の仕分け

ご
み
処
理
に
関
す
る
説
明
会
を

随
時
受
付
し
ま
す

町
指
定
ご
み
袋
変
更
の
お
知
ら
せ

栗
山
町
の
ご
み
の
行ゆ

く
え方

【問い合わせ】　環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

ごみ分別のさらなる
ご協力をお願いします
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申
告
が
必
要
な
方

◆
確
定
申
告
が
必
要
な
方

・
事
業
を
営
む
方
で
、
所
得
金
額

が
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
も

多
い
方

・
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給

与
の
収
入
額
と
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

・
年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税
を

納
付
し
て
い
る
人(

公
的
年
金

な
ど
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的

年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
る
場
合
に
は
、
確
定
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん)

お
忘
れ
な
く
！

２月16日㈪～３月16日㈪
税に関する相談・お問い合わせ

◆岩見沢税務署　☎ 0126-22-0810
◆町税務課課税グループ　☎ 73-7505
申告の内容は個人によって異なります。申告の仕方や書類など、ご不明な

点がありましたらお気軽にご相談ください。

税

◆
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
所
得
税
の
申
告
を
必
要
と
し
な

い
方
で
給
与
・
事
業
・
不
動
産

な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
（
給
与

の
み
で
年
末
調
整
済
み
の
方
を

除
く
）

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
（
収
入
の
な
い
方
、
ま
た

は
少
な
い
方
で
も
国
民
健
康
保

険
税
の
低
所
得
者
に
対
す
る
軽

減
措
置
は
、
申
告
が
な
け
れ
ば

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

の

申
告
お
早
め
に
！

期　　日 時　　間 会　　場
２月１６日㈪～

３月１６日㈪ の平日
　８：３０ ～ １２：００
１３：００ ～１７：１５

　役場 1 階税務課⑧番窓口　
　　　☎７３－７５０５

３月４日㈬
　９：００ ～ １２：００
１３：００ ～ １６：００

　南部公民館　
　　　☎７５－２１１１

３月５日㈭
　９：００ ～ １２：００
１３：００ ～ １６：００

　角田農村環境改善センター
　　　☎７２－６０４０

期　　日 時　　間 会　　場

２月２２日㈰
８：３０ ～ １２：００

　役場 1 階税務課⑧番窓口　

　　　☎７３－７５０５　３月８日㈰

用
意
す
る
も
の

□
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

□
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送
付
さ

れ
た
方
は
必
ず
そ
の
申
告
書

□
収
入
の
分
か
る
書
類
（
給
与
・

年
金
の
あ
る
方
は
源
泉
徴
収

票
。
無
く
し
た
方
は
再
発
行
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保

険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

の
明
細
書
（
事
前
に
医
療
費
の

明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

□
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
社
会
保
険
任
意
継
続
、
国
民

年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
の
領
収
書

ま
た
は
証
明
書
（
国
民
年
金
保

険
料
は
控
除
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
）

□
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方
は
登
記
事
項
証
明

書
、
住
民
票
の
写
し
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書
、
住

宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書

□
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な

ど
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

控
除
証
明
書

□
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど
の

確
認
が
で
き
る
も
の
。

※
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要

支
援
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
は
、
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
場
合
で
も
、「
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
に
よ

り
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
事
前
に
「
町
保
健
福

祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
税
金
が
還
付
に
な
る
方
は
本
人

名
義
の
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

□
そ
の
他
の
控
除
な
ど
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申告相談日
●休日申告相談

●平日申告相談

カンタン便利！ネットで申告！
国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、

画面の案内に従って金額などを入力するだけで、税額が

自動計算され確定申告書を自宅で簡単に作成することが

できます。作成した申告書などは、税務署へ郵送などに

より提出することができます。ぜひご利用ください。

○時間に余裕をもってお越しください。
○特に３月４日～５日は出張申告のため役場税務課窓口職員が
　少なく非常に混雑します。
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